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新
潟
駅
及
び
駅
周
辺
整
備
に
す
る
提
言

�

～
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
～

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
阿
部
正
喜
委
員
長
）

は
、
６
月
８
日
、「
新
潟
市
の
拠
点
性
向
上

に
向
け
た
新
潟
駅
及
び
周
辺
整
備
促
進
に
関

す
る
提
言
」
を
新
潟
市
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
正
副
委
員
長
と
佐
藤
分
科
会
座

長
の
４
名
で
新
潟
市
を
訪
問
し
、
木
村
勇
一

副
市
長
に
提
言
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
潟
駅
な
ら
び
に
駅
周
辺
整
備

に
お
い
て
、「
都
心
軸
に
お
け
る
景
観
整
備

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
」、「
新
潟
駅
周
辺

の
環
境
・
景
観
整
備
」、「
官
民
に
よ
る
密
な

連
携
と
検
討
体
制
の
構
築
」
の
３
点
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

　

本
提
言
の
本
文
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

各
種
助
成
金
や
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
等

を
研
究�

～
工
業
部
会
～

　

工
業
部
会（
渋
井
信
之
部
会
長
）は
６
月
12
日
に

部
会
を
開
催
し
、
以
下
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
研
究
し
ま
し
た
。（
出
席
者
48
名
）

１
．
工
業
振
興
施
策
に
つ
い
て（
説
明
：
新
潟
市

経
済
部
企
業
立
地
課
川
上
英
明
係
長
）

・
市
内
企
業
の
投
資
促
進
や
企
業
誘
致
に
向
け
、

中
小
企
業
生
産
性
向
上
設
備
投
資
補
助
金
な
ど

の
補
助
制
度
を
多
数
設
け
て
い
る
。
今
年
度
よ

り
実
証
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
補
助
金
と
し

て
、
新
規
の
補
助
制
度
も
募
集
し
て
い
る
。

２
．「
水
と
土
の
芸
術
祭
２
０
１
８
」（
説
明
：
水
と
土
の

芸
術
祭
２
０
１
８
実
行
委
員
会
鈴
木
真
一
統
括
チ
ー
フ
）

・
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る「
水
と
土
の
芸
術
祭
」

は
２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
り
今
回
４
回
目
を
迎

え
、「
メ
ガ
・
ブ
リ
ッ
ジ
―
つ
な
ぐ
新
潟
、日
本
を
世

界
に
―
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
７
月
14
日
か
ら
10
月
８

日
ま
で
の
87
日
間
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
し
い
新
潟
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

３
．「
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
に
つ
い
て
」（
説

明
：
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
小
山
孝
雅
氏
）

・
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
で
は
、生
産
性
向
上

支
援
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
る
。今
後
の
働
き
方

改
革
が
注
目
さ
れ
て
い
く
中
で
、従
業
員
の
職
業

能
力
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
仕
掛
け
と
し

て
、積
極
的
に
当
訓
練
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

通
常
議
員
総
会
の
上
程
議
案
を
審
議

�

～
総
務
委
員
会
～

　

各
部
会
・
委
員
会
の
部
会
長
、
委
員
長
で

構
成
さ
れ
る
総
務
委
員
会
（
富
山
修
一
委
員

長
）
は
、
６
月
14
日
、
22
名
の
出
席
で
開
催

し
、
通
常
議
員
総
会
に
上
程
す
る
「
平
成
29

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
（
案
）」

を
は
じ
め
「
新
潟
商
工
会
議
所
表
彰
規
則
に

基
づ
く
被
表
彰
候
補
者
並
び
に
記
念
品

（
案
）」、
ま
た
「
特
定
商
工
業
者
に
対
す
る

負
担
金
の
賦
課
」
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
結

果
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
で
巡
る�

み
な
と
ま
ち
新
潟

�

～
女
性
会
～

　
女
性
会（
田
中
久
美
子
会
長
）は
、
６
月
15
日
に

視
察
見
学
会
を
参
加
者
24
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
に
乗
車
し
て
、

食
を
通
じ
て
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、

楽
し
む
観
光
形
態
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
一
正
蒲
鉾
㈱
本
社
工
場
で
か
ま
ぼ
こ

を
は
じ
め
と
す
る
練
り
製
品
の
製
造
工
程
を
見
学 総務委員会の様子

まちづくり委員会が木村副市長に提言を提出

学会・イベント・式典の開催の際は、
私たちの技術をお役立てください。
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会議所の き動
し
、
越
の
華
酒
造
㈱
で
は
日
本
酒
の
製
造
過
程
や

こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
酒
造
り
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
燕
喜
館
に
お
い
て
新
潟
市
の

伝
統
工
芸
で
あ
る
新
潟
漆
器
の
箸
づ
く
り
を
体
験

す
る
な
ど
、
新
潟
開
港
１
５
０
周
年
を
記
念
し
た

「
み
な
と
ま
ち
コ
ー
ス
」
を
堪
能
し
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
の
中
で
選
ば
れ
る
都
市
の
未
来
図
」

に
つ
い
て
意
見
交
換�

～
政
策
委
員
会
～

　

６
月
18
日
、
政
策
委
員
会（
曽
山
稔
委
員
長
）

は
、「
人
口
減
少
の
中
で
選
ば
れ
る
都
市
の
未

来
図
」
の
テ
ー
マ
で
、
産
業
立
地
、
防
災
・
住

環
境
、
交
通
分
野
の
観
点
か
ら
、
将
来
の
在
る

べ
き
姿
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

出
席
者
は
13
名
。

　

主
な
意
見
は
次
の
通
り
。

・
新
潟
は
、
外
国
人
向
け
情
報
サ
イ
ト
“
ガ
イ

ジ
ン
ポ
ッ
ト
”
で
は
、『
２
０
１
８
年
訪
れ
る

べ
き
日
本
の
観
光
資
源
ラ
ン
キ
ン
グ
』
で
、
第

１
位
に
な
る
ほ
ど
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。

・
国
の
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の
支
援
を
活
用

し
、
事
業
承
継
を
含
め
た
産
業
振
興
や
食
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
の
集
客
施
設
整
備
な
ど
も
一

考
で
あ
る
。

・
他
県
に
な
い
も
の
を
創
っ
て
差
別
化
す
る
こ

と
が
必
要
で
、
環
境
は
そ
の
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
。

　

今
後
も
同
委
員
会
で
は
、
提
言
の
策
定
に
向

け
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
で
営
業
成
績
ア
ッ
プ

�

～
営
業
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
～

　

当
所
で
は
、
６
月
19
日
に
㈱up-ting 

japan

代
表
取
締
役
社
長
の
爰こ

ん

野の

寿
美
子
氏

を
講
師
に
招
き
、「
段
違
い
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
に
つ
い
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。（
参
加
者
51
名
）

　

爰
野
氏
は
、
全
国
各
地
の
大
手
商
業
施
設

や
有
名
ビ
ル
の
窓
口
対
応
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
講

師
、
司
会
業
な
ど
の
実
績
を
も
と
に
、
人
財

育
成
研
修
や
就
職
指
導
な
ど
数
多
く
手
掛
け

た
経
験
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
右
脳
に
落
と
し
込
む
新
感
覚
研

修
と
し
て
、
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
し
な
が
ら
自
分

自
身
を
磨
こ
う
と
す
る
心
の
持
ち
方
、
ま
た
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
人
財
育
成
が
必
要
で

あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
相
手
の
話

を
「
聞
く
」
と
い
う
中
で
の
５
つ
の
表
現
方
法

と
し
て
、
①
笑
顔
②
う
な
ず
き
③
視
線
を
合
わ

せ
る
④
相
槌
⑤
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
が
重
要
で

あ
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。

「
新
潟
―
ハ
ル
ビ
ン
線
」

�

就
航
20
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

　

新
潟
空
港
で
６
月
１
日
、「
新
潟
―
ハ
ル

ビ
ン
線
」
就
航
20
周
年
を
記
念
す
る
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
路
線
は
、
１
９
９
８
年
に
ハ
ル
ビ
ン
と

日
本
を
繋
ぐ
唯
一
の
直
行
便
と
し
て
就
航
し

て
以
降
、
観
光
客
や
帰
省
客
を
中
心
に
延
べ

約
64
万
人
か
ら
利
用
さ
れ
、
現
在
は
週
３
往

復
運
航
し
て
い
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
当
所
の
霜
鳥
雅
徳
副
会

頭
や
新
潟
空
港
整
備
推
進
協
議
会
会
長
代
理

の
益
田
浩
副
知
事
、
中
国
南
方
航
空
黒
竜
江

省
支
社
の
李
紹
挙
支
社
長
な
ど
が
出
席
し
、

就
航
20
周
年
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
路
線
の
利
用
促
進
や
両
市
の
さ
ら
な
る
交

流
拡
大
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

新潟漆器の箸づくりに挑戦

“都市の未来図”について
意見交換する政策委員会

記念セレモニーにて
霜鳥副会頭（前列右から３番目）

経営者の想いを繋げる架け橋となります

9月5日（水）14:00～16:30（受付13:30）
新潟日報メディアシップ6階  ナレッジルーム B

経営者様限定・参加無料

◆お申し込み先
（株）日本ビジネスイノベーション
〒104-0031 東京都中央区京橋
Tel.03-5579-9123
Mail:info@jbii.co.jp

累計受講経営者500名以上

（株）日本ビジネスイノベーション
http://www.jbii.co.jp

事業承継セミナー
二代目が語る体験談 ～親の会社を継ぐ・売る・たたむ～

講演者:株式会社アドバイザリー・ブレイン 代表取締役 藤中 達也

「事業承継とは－事業は継続
　　 　　できてこそ 価値がある」

講師：（株）日本ビジネスイノベーション
　　　　　　　　　　 代表取締役　西堀 敬


